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お問い合せ先　高野山霊宝館　ＴＥＬ ０７３６─５６─２０２９㈹

◎
外
部
展
貸
し
出
し
情
報

●
和
歌
山
県
立
博
物
館

﹁
き
の
く
に
の
名
宝
│
和
歌
山
県
の
国

宝
・
重
要
文
化
財
│
﹂

令
和
３
年
10
月
16
日
㈯
～
11
月
23
日
㈫
㈷

国
宝　

続
宝
簡
集
巻
20　

　
　
　

南
部
荘
年
貢
送
文　
　

金
剛
峯
寺

国
宝　

又
続
宝
簡
集
巻
50　

　
　
　

大
内
氏
奉
行
衆
奉
書
案

　
　

金
剛
峯
寺

国
宝　

又
続
宝
簡
集
巻
78
下　

　
　
　

阿
弖
河
荘
上
村
百
姓
等
申
状

　
　

金
剛
峯
寺

国
宝　

又
続
宝
簡
集
巻
88　

官
省
符
荘　

　

二
十
箇
村
百
姓
等
起
請
文
案　

金
剛
峯
寺

重
文　

弘
法
大
師
・
丹
生
高
野
両
明
神
像

　
　
　
（
問
答
講
本
尊
）　　
　

金
剛
峯
寺

未
指
定　

太
政
官
符　
　
　
　

金
剛
峯
寺

未
指
定　

遺
告
諸
弟
子
等　
　

金
剛
峯
寺

未
指
定　

紀
伊
国
井
上
荘
絵
図　

宝
寿
院

●
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館

﹁
大
蒔
絵
展
﹂

令
和
４
年
３
月
26
日
㈯
～
５
月
８
日
㈰

国
宝　

澤
千
鳥
螺
鈿
蒔
絵
小
唐
櫃　金

剛
峯
寺

重
文　

花
蝶
蒔
絵
念
珠
箱　
　

金
剛
峯
寺

●
奈
良
国
立
博
物
館　

東
・
西
新
館

﹁
特
別
展　

大
安
寺
の
す
べ
て
│
天
平

の
み
ほ
と
け
と
祈
り
│
﹂

令
和
４
年
４
月
23
日
㈯
～
６
月
19
日
㈰

国
宝　

勤
操
僧
正
像　
　
　
　
　

普
門
院

●
三
井
記
念
美
術
館

﹁
大
蒔
絵
展
﹂

令
和
４
年
10
月
１
日
㈯
～
11
月
13
日
㈰

国
宝　

澤
千
鳥
螺
鈿
蒔
絵
小
唐
櫃　金

剛
峯
寺

重
文　

花
蝶
蒔
絵
念
珠
箱　
　

金
剛
峯
寺

◎
公
式
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
が
開
設

　

霊
宝
館
の
公
式
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
が
開

設
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
の
展
覧
会
の
紹
介

動
画
等
を
公
開
中
で
す
。

◎
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ

　
﹃
高
野
山
の
法
話
﹄

　

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
「
高
野
山
の
法
話
」

が
霊
宝
館
に
て
撮
影
さ
れ
ま
し
た
。
11
月

よ
り
配
信
予
定
で
す
。
是
非
と
も
ご
覧
く

だ
さ
い
。

◎﹃
承
久
記
絵
巻
﹄全
六
巻
を
収
蔵

　

こ
の
た
び
竜
光
院
よ
り『
承
久
記
絵
巻
』

全
六
巻
を
収
蔵
し
ま
し
た
。
承
久
の
乱
の

経
緯
が
描
か
れ
た
唯
一
の
絵
巻
物
で
す
。

（
次
号
以
降
特
集
予
定
）

　

ま
た
、９
月
１
日
よ
り
『
承
久
記
絵
巻
』

の
画
像
デ
ー
タ
も
併
せ
て
霊
宝
館
に
寄
託

さ
れ
ま
し
た
。写
真
貸
出
・
掲
載
に
つ
き
ま

し
て
は
霊
宝
館
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◎
御
芳
志
ご
寄
附
の
お
礼
と
ご
報
告

　

以
下
の
と
お
り
ご
寄
附
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

兵
庫
県　
　

匿
名
希
望　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
金　

三
百
万
円
）

　

和
歌
山
県　

匿
名
希
望　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
金　

十
二
万
円
）

　

ご
寄
附
い
た
だ
き
ま
し
た
浄
財
は
公
益

目
的
事
業
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
開
館
一
〇
〇
周
年
記
念
図
録　

　

好
評
発
売
中

特
別
ケ
ー
ス
付
き
４
，５
０
０
円
（
税
込
）

◎
外
部
展
貸
し
出
し
情
報

●
和
歌
山
県
立
博
物
館

令
和
３
年

国
宝　

続
宝
簡
集
巻

　
　
　

南
部
荘
年
貢
送
文　
　

国
宝　

又
続
宝
簡
集
巻

　
　
　

大
内
氏
奉
行
衆
奉
書
案

国
宝　

又
続
宝
簡
集
巻

　
　
　

阿
弖
河
荘
上
村
百
姓
等
申
状

国
宝　

又
続
宝
簡
集
巻

重
文　

弘
法
大
師
・
丹
生
高
野
両
明
神
像

　
　
　
（
問
答
講
本
尊
）　　
　

未
指
定　

太
政
官
符　
　
　
　

金
剛
峯
寺

未
指
定　

遺
告
諸
弟
子
等　
　

金
剛
峯
寺

未
指
定　

紀
伊
国
井
上
荘
絵
図　

宝
寿
院

●
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館

国
宝　

澤
千
鳥
螺
鈿
蒔
絵
小
唐
櫃　

重
文　

花
蝶
蒔
絵
念
珠
箱　
　

金
剛
峯
寺

高野山霊宝館からのお知らせ

未指定　『承久記絵巻』　竜光院

【公式】高野山霊宝館
題字・畬野光義師

霊
宝
館
だ
よ
り　

第
137
号

令
和
３
年
10
月
20
日
発
行

和
歌
山
県
伊
都
郡
高
野
町
高
野
山
３
０
６

公
益
財
団
法
人
高
野
山
文
化
財
保
存
会

高
野
山
霊
宝
館

電
話
０
７
３
６
│
５
６
│
２
０
２
９
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◎
友
の
会
会
員
募
集　

◦
会
員
証
提
示
で
会
員
本
人
様
の
み

霊
宝
館
と
金
堂
・
大
塔
の
拝
観
無
料

◦
霊
宝
館
発
行
の
機
関
誌
「
霊
宝
館

だ
よ
り
」
送
付

︿
年
会
費
﹀　

一
般
会
員
（
個
人
）　

３
，０
０
０
円

賛
助
会
員
（
法
人
）　３

０
，０
０
０
円

　

皆
様
の
ご
入
会
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

図録

毎月21日（弘法大師の日）ご来館の方にプレゼントあり！

高
野
山
霊
宝
館
長
に
就
任
し
て

　

こ
の
度
令
和
三
年
七
月
五
日
付
で
霊
宝
館
長
に
な
り
ま
し
た
大お

お

森も
り

照し
ょ
う

龍
り
ゅ
う

で
す
。
私
は
昭
和
六
十
年
に
金
剛
峯
寺
に
就
職
し
、
初
め
て
の
配
属
が
こ

の
霊
宝
館
で
し
た
。
こ
こ
で
文
化
財
に
つ
い
て
の
知
識
や
取
り
扱
い
を
学

び
、
二
十
年
間
奉
職
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
そ
れ
か
ら
十
六
年
の
歳
月
が
流

れ
今
度
は
館
長
と
し
て
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
私
の
文
化
財
に
対
す
る
考

え
方
は
「
文
化
財
は
生
き
て
い
る
。」
と
い
う
こ
と
で
す
。
文
化
財
に
携

わ
る
者
は
、
物
言
わ
ぬ
文
化
財
に
対
し
て
状
態
や
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
気

遣
い
、
展
示
、
調
査
し
て
い
く
の
が
仕
事
だ
と
思
い
ま
す
。
や
が
て
そ
の

成
果
に
よ
っ
て
展
覧
会
を
開
き
、
多
く
の
人
に
文
化
財
の
歴
史
・
背
景
を

ご
理
解
い
た
だ
き
、
弘
法
大
師
の
開
山
よ
り
多
く
の
宝
物
を
守
っ
て
き
た

高
野
山
の
現
状
を
知
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
ま
た
そ
の
成
果
が

高
野
山
参
拝
の
礎
に
な
っ
て
、
多
く
の
人
が
高
野
山
に
訪
れ
、
大
師
の
御

教
え
を
感
受
し
、
穏
や
か
な
暮
ら
し
を
営
め
る
世
の
中
に
な
る
こ
と
を
切

望
い
た
し
ま
す
。

　

た
だ
い
ま
霊
宝
館
は
一
〇
〇
周
年
記
念
と
し
て
十
一
月
二
十
八
日
ま
で

特
別
展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
普
段
見
学
で
き
な
い
よ
う
な
貴
重
な
文
化

財
を
出
陳
し
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
ご
来
館
く
だ
さ
い
。
こ
の
よ
う
な
ご

時
世
な
の
で
し
っ
か
り
感
染
対
策
の
上
、
ご
来
館
い
た
だ
け
た
ら
職
員
一

同
幸
い
で
す
。

高
野
山
霊
宝
館
長　

大
森　

照
龍

霊宝館開館100周年記念式典　本館 放光閣にて御法楽の様子

第
137
号　

目
次

高
野
山
霊
宝
館
開
館
100
周
年
記
念

大
宝
蔵
展　
　
　

 

⋮
⋮
⋮
２
～
３

令
和
三
年
度
冬
期
平
常
展

　
　
　
　
　
　
　
　
⋮
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⋮
４
～
５

高
野
山
の
考
古
学
（
二
十
五
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⋮
⋮
６
～
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収
蔵
品
の
紹
介
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８

高
野
山
の
古
建
築 

第
三
十
八
回

⋮
⋮
⋮
９

高
野
山
の
文
書
（
二
十
二
）
⋮
⋮ 

10

高
野
山
の
生
き
物 
第
四
回
⋮
⋮
⋮ 

11

高
野
山
霊
宝
館
か
ら
の
お
知
ら
せ
⋮
⋮ 
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高
野
山
霊
宝
館
開
館
一
〇
〇
周
年
記
念
大
宝
蔵
展
の
お
知
ら
せ　

　

四
月
十
七
日
よ
り
開
催
さ
れ
て
い
る
高
野
山
霊
宝
館
開
館
一
〇
〇
周
年

記
念
大
宝
蔵
展
開
催
に
先
立
ち
、
四
月
十
五
日
に
開
館
記
念
式
典
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
午
前
十
時
よ
り
、
葛
西
光
義
高
野
山
真
言
宗
管
長
猊
下
が
御

導
師
を
務
め
霊
宝
館
収
蔵
の
諸
仏
に
御
法
楽
を
捧
げ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

添
田
隆
昭
宗
務
総
長
（
当
時
）
の
挨
拶
、宮
田
永
明
高
野
山
住
職
会
会
長
、

平
野
嘉
也
高
野
町
長
よ
り
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
山
口
文

章
霊
宝
館
長
（
当
時
）
よ
り
挨
拶
が
あ
り
、
葛
西
管
長
猊
下
、
添
田
総
長
、

宮
田
住
職
会
会
長
、平
野
町
長
の
四
名
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
、

内
覧
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本館 紫雲殿にて集合写真

　

今
回
の
霊
宝
館
開
館
一
〇
〇
周
年
記

念
大
宝
蔵
展
で
は
、
孔
雀
明
王
像
（
重

文
・
金
剛
峯
寺
）
を
は
じ
め
と
す
る
快

慶
作
品
・
運
慶
作
の
八
大
童
子
立
像（
国

宝
・
金
剛
峯
寺
）・
高
野
山
に
伝
わ
る

三
大
秘
宝
を
通
期
で
展
示
し
て
お
り
ま

す
。
十
一
月
二
十
八
日
ま
で
は
第
四
期

と
な
り
、
仏
涅
槃
図
（
国
宝
・
金
剛
峯

寺
）
を
は
じ
め
、浅
井
長
政
夫
人
像
（
重

文
・
持
明
院
）、
十
一
面
観
音
立
像
（
重

文
・
宝
亀
院
）
な
ど
も
展
示
し
て
お
り

ま
す
。

　

今
回
の
展
覧
会
に
合
わ
せ

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ト
ー
ク
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

●
霊
宝
館
長
ス
ペ
シ
ャ
ル
ギ
ャ
ラ

　

リ
ー
ト
ー
ク

　

５
月
22
日
㈯　

５
月
29
日
㈯

　

７
月
３
日
㈯

●
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ト
ー
ク

　

６
月
18
日
㈮
・
19
日
㈯

　

７
月
16
日
㈮
・
17
日
㈯

　

８
月
20
日
㈮
・
21
日
㈯

　

９
月
17
日
㈮
・
18
日
㈯

　

10
月
18
日
㈮
・
19
日
㈯

　

ま
た
、
以
下
の
日
程
で
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
ト
ー
ク
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

11
月
19
日
㈮
・
20
日
㈯　

　

各
14
時
よ
り
約
１
時
間

　

定
員
約
10
名

※
受
付
は
開
始
の
30
分
前
よ
り

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ト
ー
ク

展
示
風
景

記念式典

本館 放光閣にてテープカットの様子

霊宝館長スペシャルギャラリートークの様子

新館２室

新館３室

新館１室

特
別
朱
印

　

開
館
一
〇
〇
周
年
を
記
念
し
て

二
種
類
の
特
別
朱
印
を
授
与
し
て

お
り
ま
す
。

　

各
５
０
０
円
、
霊
宝
館
窓
口
に

て
受
付
し
て
お
り
ま
す
。
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高
野
山
は
、
弘
仁
七
年
（
八
一
六
）、
弘
法
大
師
空
海
に
よ
り
開
創
さ

れ
て
以
来
、
一
二
〇
〇
年
も
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
山
上
に
は
、
総
本
山

金
剛
峯
寺
の
ほ
か
、
一
一
七
の
寺
院
が
あ
り
、
多
く
の
文
化
財
が
伝
わ
っ

て
い
ま
す
。
高
野
山
霊
宝
館
は
、
こ
れ
ら
山
内
の
寺
院
に
伝
わ
る
文
化
財

の
収
蔵
、
保
管
、
展
示
を
行
っ
て
い
ま
す
。
当
展
覧
会
で
は
、
奥
之
院
御

廟
周
辺
か
ら
出
土
し
た
埋
蔵
文
化
財
を
中
心
に
展
示
し
ま
す
。

「
密
教
の
美
術
」

令
和
三
年
度
冬
期
平
常
展

■
絵
画

重
文　
　

高
野
大
師
行
状
図
画　

巻
一
、
巻
二　
　
　
　
　

地
蔵
院

重
文　
　

十
巻
抄　

巻
一
、
巻
二　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

圓
通
寺

未
指
定　

承
久
記
絵
巻　

巻
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竜
光
院

未
指
定　

愛
染
明
王
像
（
旧 

金
剛
峯
寺
囲
炉
裏
間
本
尊
）   

金
剛
峯
寺

未
指
定　

如
法
愛
染
曼
荼
羅
図　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
剛
峯
寺︹
後
期
︺

未
指
定　

投
華
│
密
教
に
入
る
（
髙
山
辰
雄
筆
）　　
　
　

 

金
剛
峯
寺

未
指
定　

高
野
山
内
絵
図　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
南
院

未
指
定　

両
界
曼
荼
羅
図
（
血
曼
荼
羅
復
元
）　　
　
　
　

 

金
剛
峯
寺

■
書
跡

国
宝　
　

紺
紙
金
銀
字
一
切
経
（
中
尊
寺
経
）　　
　
　
　

 

金
剛
峯
寺

未
指
定　

綸
旨
院
宣　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
剛
峯
寺︹
前
期
︺

未
指
定　

聾
瞽
指
帰
（
複
製
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
霊
宝
館

■
工
芸

重
文　
　

金
銅
仏
具　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
剛
峯
寺

未
指
定　

拝
観
人
心
得　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

霊
宝
館

■
考
古

重
文　
　

南
保
又
二
郎
納
骨
遺
品　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
剛
峯
寺

重
文　
　

高
野
山
奥
之
院
出
土
品

（
比
丘
尼
法
薬
経
塚
出
土
品
・
御
廟
及
び
周
辺
出
土
品
・

灯
籠
堂
及
び
周
辺
出
土
品
）　　
　
　
　
　
　
　

 

金
剛
峯
寺

■
民
俗

国
登
録
有
形
民
俗
文
化
財

　
　
　
　

高
野
山
奉
納
小
型
木
製
五
輪
塔
及
び
関
連
資
料　

圓
通
寺

※
文
化
財
の
保
存
上
、
展
示
品
が
替
わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
期
間
中
、
一
部
展
示
替
を
行
い
ま
す
。

※
コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
に
よ
り
、
会
期
の
変
更
、
休
館
、
拝
観
制
限
を

　

行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。　

主
な
展
示
品

今
後
の
展
覧
会
予
定

企
画
展「
鎌
倉
時
代
の
高
野
山
」（
仮
題
）

令
和
４
年
４
月
16
日
㈯
～
７
月
３
日
㈰

令
和
３
年
12
月
４
日
㈪
～
令
和
４
年
４
月
10
日
㈰

前
期　

令
和
３
年
12
月
４
日
㈪
～
令
和
４
年
２
月
13
日
㈰

後
期　

令
和
４
年
２
月
15
日
㈫
～
４
月
10
日
㈰　

休
館
日　

12
月
28
日
㈫
～
１
月
４
日
㈫　

重
文
　
金
銅
光
背
（
高
野
山
奥
之
院
出
土
品
　
御
廟
及
び
周

　
　
　
辺
出
土
品
の
う
ち
）　
金
剛
峯
寺

高
野
山
の
奥
之
院
御
廟
周
辺
か
ら
出
土
し
た
仏
像
の

光
背
。
高
野
山
開
創
は
平
安
時
代
で
あ
る
が
、
そ
れ

以
前
の
飛
鳥
～
白
鳳
時
代
の
も
の
。

未指定　如法愛染曼荼羅図　金剛峯寺

未指定　投華─密教に入る（髙山辰雄筆）　金剛峯寺

重
文
　
鋳
出
銅
板
三
尊
仏
像
（
南
保
又
二
郎
納
骨
遺
品
の
う
ち
）

　
　
　
金
剛
峯
寺

元
々
は
銅
板
を
被
せ
て
、
上
か
ら
叩
き
出
し
て
製
作
す

る
押
出
仏
の
型
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
そ
の
も
の
が
仏

像
と
し
て
信
仰
の
対
象
と
な
り
、
奥
之
院
に
埋
納
。

重
文
　
陶
製
経
外
容
器
（
高
野
山
奥
之
院
出
土
品
　
比
丘
尼
法

　
　
　
薬
経
塚
出
土
品
の
う
ち
）　
金
剛
峯
寺

比
丘
尼
法
薬
奉
納
の
経
筒
の
内
部
か
ら
は
、
経
典
な
ど

と
と
も
に
、
絹
に
描
か
れ
た
曼
荼
羅
が
出
土
。

重文　金剛界種子曼荼羅（左）、胎蔵界種子曼荼羅（右）（高野山奥之院出土品　比丘尼法薬経塚出土品
　　　のうち）　金剛峯寺

重文　観普賢菩薩行法経（比丘尼法薬経塚出土品のうち）　金剛峯寺
当経は、普賢菩薩を観ずる方法と、六根の罪を懺悔する方法などを述べられている。
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高
野
山
の
考
古
学

（
二
十
五
）

大
阪
大
谷
大
学
文
学
部
歴
史
文
化
学
科　

　
　
　
　
　
　
　

狭 

川　

真 

一

高
野
山
の
地
鎮
遺
構
②

　
　
　
　
　
　
　
　

─
宝ほ

う

性し
ょ
う

院い
ん

跡
（
後
編
）
─

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
こ
の
本
は
江

戸
時
代
前
期
の
承
応
二
年
（
一
六
五
三
）

に
「
秀
意
」
と
い
う
人
物
が
、「
南
院
本
」

と
「
道
意
本
」
を
参
照
し
て
書
写
し
た
も

の
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
紹
介
し

て
い
る
地
鎮
遺
構
が
埋
置
さ
れ
た
時
期
に

近
い
も
の
で
も
あ
る
た
め
、
こ
の
本
の
必

要
箇
所
を
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
ず
、「
一
、
支
度
用
意
ノ
物
」
と
い

う
項
目
に
「
長
八
寸
廣
一
寸
二
分
ノ
札
五

枚
八
寸
、
足
打
五
枚
、
五
穀
二
合
、
散
米
白

二
合
、
小
土
器
廿
五
、
大
土
器
一
ツ
、（
以

下
略
）」
と
あ
り
、
次
に
「
八
寸
ノ
足
打

ニ
土
器
ヲ
五
ツ
并
テ
一
ニ
ハ
五
穀
ノ
粥
、
一

ニ
ハ
切
華
、
一
ニ
ハ
抹
香
、
一
ニ
ハ
散
米
銀

銭
切
テ
入
レ
ル
、
一
ニ
ハ
味
支
盛
也
」
と
見

え
ま
す
。
足
打
と
は
脚
付
の
折
敷
の
こ
と

で
す
。
今
回
見
つ
か
っ
た
折
敷
は
脚
が
無

い
タ
イ
プ
で
し
た
か
ら
、
脚
部
が
別
に
作

ら
れ
た
折
敷
を
利
用
し
、
埋
納
時
に
は
折

敷
部
分
だ
け
を
納
め
た
と
推
測
で
き
ま

す
。
そ
の
足
打
は
五
枚
用
意
し
、
さ
ら
に

小
土
器
を
二
十
五
用
意
す
る
と
し
て
い
ま

す
。
つ
ま
り
折
敷
一
つ
に
対
し
て
五
枚
ず

つ
と
な
り
ま
す
の
で
、
ま
さ
に
こ
こ
で
出

土
し
た
も
の
と
一
致
す
る
と
言
え
ま
す
。

そ
の
小
皿
の
中
身
は
、
五
穀
の
粥
、
切
り

花
、
抹
香
、
お
米
、
味
支
（
酒
）
を
盛
る

と
あ
り
ま
す
。
ま
た
最
初
に
書
か
れ
て
い

る
「
長
八
寸
廣
一
寸
二
分
ノ
札
五
枚
八
寸
」

は
、そ
れ
ぞ
れ
折
敷
を
納
め
る
穴
（
遺
構
）

に
立
て
る
札
の
こ
と
で
、「
一
、
札
書
様
」

の
項
目
に
「
中
央
（
バ
ン
／
梵
字
） 

一
字

計
リ
也
、
東
（
ウ
ー
ン
／
梵
字
） 
本
来
無

東
西
、
南
（
タ
ラ
ー
ク
／
梵
字
） 
悟
故
十

方
空
、
西
（
キ
リ
ー
ク
／
梵
字
） 

何
處
有

南
北
、北
（
ア
ク
／
梵
字
） 

迷
故
三
界
城
、

如
是
五
本
用
意
ス
」
と
あ
り
ま
す
。
中
央

は
金
剛
界
大
日
如
来
、
四
方
は
そ
れ
ぞ
れ

の
四
方
仏
を
お
祀
り
し
、
そ
こ
に
記
載
さ

れ
た
偈
頌
（
げ
じ
ゅ
／
仏
教
の
教
え
を
詩

句
で
表
し
た
も
の
）
か
ら
北
→
南
→
東
→

西
の
順
に
祀
ら
れ
た
こ
と
も
う
か
が
え
ま

す
。

　

ま
た
こ
の
『
屋
敷
地
取
作
法
』
は
、
真

言
宗
中
院
流
に
伝
わ
っ
た
も
の
で
あ
る
こ

と
も
判
明
し
て
い
ま
す
。こ
の
こ
と
か
ら
、

今
回
の
遺
構
は
中
院
流
の
作
法
に
し
た

が
っ
て
正
し
く
実
行
さ
れ
た
地
鎮
祭
祀
の

跡
と
特
定
で
き
た
の
で
す
。

　

こ
れ
ほ
ど
具
体
的
に
諸
記
録
と
一
致
す

る
遺
構
や
遺
物
は
珍
し
く
、
貴
重
な
発
見

例
の
一
つ
と
な
り
ま
し
た
。

【
参
考
文
献
】

水
野
正
好　

一
九
八
二
「
屋
敷
地
取
作
法

と
地
鎮
の
考
古
学
」『
高
野
山
発
掘
調
査

報
告
書
』（
財
）
元
興
寺
文
化
財
研
究
所

　

前
回
（
第
一
三
四
号
）
で
ご
紹
介
し
た
、

宝
性
院
跡
か
ら
出
土
し
た
江
戸
時
代
の
地

鎮
遺
構
は
ど
の
よ
う
な
作
法
で
行
わ
れ
た

も
の
な
の
か
、
奈
良
大
学
教
授
だ
っ
た
故 

水
野
正
好
先
生
が
読
み
解
か
れ
た
遺
構
の

性
格
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
述
べ
て
い
く

こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。

地
鎮
具
の
配
置

　

地
鎮
具
を
納
め
た
穴
（
遺
構
）
は
、
調

査
地
内
の
中
程
で
確
認
さ
れ
た
東
西
七

間
、
南
北
四
間
の
建
物
を
囲
む
よ
う
に
四

基
、
建
物
の
中
央
北
寄
り
に
一
基
の
計
五

基
が
出
土
し
ま
し
た
が
、
そ
の
う
ち
北
西

部
の
一
基
を
除
く
四
基
が
当
初
の
位
置
を

留
め
て
い
ま
し
た
。こ
う
し
た
配
置
か
ら
、

建
物
建
設
予
定
地
を
結
界
し
た
遺
構
で
あ

る
こ
と
が
理
解
で
き
ま
す
。
以
下
で
具
体

的
に
み
て
ゆ
き
ま
す
が
、
説
明
の
便
宜
上

仮
に
北
東
隅
を
遺
構
①
、南
東
を
遺
構
②
、

南
西
を
遺
構
③
、
北
西
を
遺
構
④
、
中
央

付
近
の
も
の
を
遺
構
⑤
と
呼
ん
で
お
き
ま

す
。
こ
の
な
か
の
遺
構
⑤
は
建
物
が
建
っ

て
し
ま
う
と
設
置
で
き
な
い
た
め
、
こ
れ

ら
一
連
の
遺
構
は
建
物
造
営
以
前
に
埋
置

さ
れ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
ま
た
、
こ

の
配
置
は
単
に
建
設
予
定
地
の
周
囲
と
中

程
に
置
い
た
だ
け
な
の
か
と
い
う
と
、
実

は
一
定
の
法
則
に
し
た
が
っ
て
配
置
さ
れ

た
こ
と
が
理
解
で
き
た
の
で
す
。

　

で
は
挿
図
を
見
て
く
だ
さ
い
。
当
初
の

位
置
の
ま
ま
確
認
さ
れ
た
遺
構
①
と
遺
構

③
を
結
ん
だ
中
程
に
遺
構
⑤
を
置
い
て
い

る
の
が
分
か
り
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、
遺

構
②
と
遺
構
⑤
を
結
ん
だ
延
長
線
上
に
、

①
‐
⑤
‐
③
と
同
じ
比
率
で
遺
構
④
の
位

置
を
推
測
で
き
ま
す
。
こ
こ
に
は
後
に
池

が
造
営
さ
れ
た
た
め
、遺
構
④
は
消
滅
し
、

遺
物
だ
け
が
池
の
中
か
ら
出
土
し
た
の
で

し
ょ
う
。

　

さ
ら
に
建
物
と
の
関
係
を
見
て
み
ま
す

と
、
建
物
の
南
辺
に
並
ぶ
東
西
方
向
の
柱

の
延
長
上
に
遺
構
②
と
③
が
置
か
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
は
建
物
の
角
の
柱
か
ら
ほ
ぼ
同
じ

距
離
に
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か

ら
地
鎮
の
作
法
を
行
う
段
階
で
、
建
物
は

こ
の
結
界
の
南
端
に
寄
せ
て
建
て
る
こ
と

を
考
え
て
い
た
と
理
解
で
き
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
こ
こ
で
紹
介
し
た
地
鎮
遺
構

は
一
定
の
作
法
に
し
た
が
っ
て
配
置
さ
れ

た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
目
的
は
大
き
な
建

物
を
建
設
す
る
た
め
で
あ
っ
た
と
理
解
で

き
る
の
で
す
。
こ
の
調
査
地
内
か
ら
は
他

に
も
建
物
遺
構
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す

が
、
事
前
に
地
鎮
作
法
を
行
っ
て
い
る
の

は
こ
こ
だ
け
で
す
の
で
、
こ
の
建
物
が
宝

性
院
の
中
で
き
わ
め
て
重
要
な
存
在
で

あ
っ
た
こ
と
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。

地
鎮
具
の
中
身

　

次
に
各
遺
構
か
ら
見
つ
か
っ
た
五
枚
の

小
皿
の
中
に
、
何
を
納
め
て
お
祀
り
を

行
っ
た
の
か
が
知
り
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

し
か
し
発
掘
調
査
で
出
土
し
た
時
に
は
す

べ
て
土
に
な
っ
て
い
て
、
中
身
を
推
定
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
東
大
阪
市
の
真
言
宗
千
手
寺
住
職

だ
っ
た
故 

木
下
密
運
先
生
が
架
蔵
さ
れ

て
い
た
『
屋
敷
地
取
作
法
』
と
題
す
る
書

物
に
、
そ
の
内
容
が
詳
し
く
書
か
れ
て
い

挿図　地鎮遺稿配置図

遺構①

写真　遺構⑤検出状況（南から撮影）

遺構②遺構③

遺構④

遺構⑤
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た
り
ま
す
。
戦
国
の
争
乱
期
に
は

勢
力
を
伸
ば
し
、
秀
吉
か
ら
常
陸

国
支
配
を
認
め
ら
れ
、
五
十
四
万

石
の
戦
国
大
名
と
な
り
ま
し
た
。

　

佐
竹
義
重
霊
屋
の
正
面
の
柱
に

は
「
常
陸
国
佐
竹
為
義
重
逆
修
造

立
之
」「
慶
長
四
己
亥
十
月
十
五

日
」
と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

に
よ
っ
て
こ
の
霊
屋
は
、
慶
長
四

年
（
一
五
九
九
）
に
、
常
陸
国
佐

竹
郷
の
義
重
が
「
逆

ぎ
ゃ
く

修し
ゅ
う」
つ
ま
り

生
前
に
自
分
の
死
後
の
法
要
を
行

い
建
て
た
、
と
い
う
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。

　

こ
の
時
、
義
重
は
す
で
に
家
督

を
長
男
義
宣
に
譲
り
、
隠
居
し
て

い
た
の
で
す
が
、
常
陸
国
の
支
配

者
と
し
て
、
ま
だ
実
権
を
握
っ
て

い
た
よ
う
で
す
。

　

霊
屋
は
供
養
塔
の
覆
い
屋
で
、

中
に
は
五
基
の
宝ほ

う

篋き
ょ
う

印い
ん

塔と
う

が
安

置
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
正

面
の
扉
は
閉
ざ
さ
れ
、
残
念
な
が

ら
中
の
様
子
は
見
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

　

建
物
は
正
面
が
三
間
、
側
面
と

背
面
は
一
間
で
、
切
妻
造
り
檜ひ

わ
だ皮

葺
き
で
す
。
正
面
の
中
央
に
扉
を

建
て
込
み
、そ
の
他
の
柱
間
に
は
、

卒
塔
婆
形
の
角
材
を
び
っ
し
り
と

建
て
並
べ
て
い
ま
す
。
そ
の
数
は

四
十
九
本
で
、
弥
勒
菩
薩
の
い
る

兜と

率そ
つ

天て
ん

の
宮
殿
の
数「
四
十
九
」を

表
し
て
い
る
と
さ
れ
て
い
て
、
奥

之
院
を「
弥
勒
の
浄
土
」と
す
る
信

仰
に
基
づ
く
、
霊
屋
な
ら
で
は
の

造
形
の
よ
う
で
す
。
大
名
墓
を
取

高
野
山
の
古
建
築　
第
三
十
八
回

重
要
文
化
財　

清
浄
心
院　

佐さ

竹た
け

義よ
し

重し
げ

霊た
ま

屋や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鳴 

海　

祥 

博

連 載

　

お
大
師
さ
ま
の
御
廟
の
あ
る
奥

之
院
へ
の
参
道
は
、
一
の
橋
か
ら

中
の
橋
、
御
廟
の
橋
へ
と
約
二
㎞

続
き
、
鬱
蒼
と
し
た
杉
木
立
と
と

も
に
無
数
の
墓
石
が
建
ち
並
ん
で

い
ま
す
。              

　

一
の
橋
か
ら
二
百
ｍ
ほ
ど
進
ん

だ
辺
り
の
左
手
に
、「
羽
後
秋
田

佐
竹
家
墓
所
」
と
い
う
標
識
が
あ

り
ま
す
が
、
少
し
奥
ま
っ
て
い
る

の
で
、
見
過
ご
す
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。
こ
こ
は
江
戸
時
代
を
通
し
て

秋
田
地
方
を
領
し
た
佐
竹
家
の
墓

所
で
、
秋
田
佐
竹
家
初
代
の
義よ

し

宣の
ぶ

を
中
心
に
大
き
な
五
輪
塔
四
基

が
、卒そ

塔と

婆ば

形
の
石
柵
で
囲
ま
れ
、

正
面
に
は
鳥
居
が
建
っ
て
い
ま

す
。
高
野
山
の
典
型
的
な
「
大
名

墓
」
で
す
。

　

そ
し
て
そ
の
奥
に
、
無
数
の
五

輪
塔
に
埋
も
れ
る
よ
う
に
佐
竹
義

重
霊
屋
が
あ
り
ま
す
。
義
重
は
秋

田
佐
竹
家
の
初
代
義
宣
の
父
で
す
。

　

佐
竹
家
は
清
和
源
氏
の
一
門

で
、
平
安
時
代
の
十
二
世
紀
初
め

か
ら
中
世
を
通
し
て
、
常
陸
国
久

慈
郡
佐
竹
郷
、
今
の
茨
城
県
常
陸

太
田
市
を
本
拠
地
と
し
た
の
で

「
佐
竹
」
姓
を
名
乗
り
、付
近
一
帯

を
支
配
し
た
豪
族
で
、義
重
は「
佐

竹
」
を
名
乗
っ
て
十
八
代
目
に
当

り
巻
く
卒
塔
婆
形
の
石
柵
も
「
四し

十じ
ゅ
う

九く

院い
ん

」
と
称
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

霊
屋
の
隅
の
柱
は
角
柱
で
す

が
、角
を
斜
め
に
削
り
落
と
す「
面

取
り
」
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
時

代
の
柱
と
し
て
は
珍
し
く
、
四
角

な
卒
塔
婆
と
意
匠
を
合
わ
せ
た
よ

う
で
注
目
で
す
。

　

柱
頂
部
に
架
か
る
頭

か
し
ら

貫ぬ
き

の
先
端

の
木
鼻
に
は
、
雲
、
松
、
蓮
、
万

年
青
な
ど
が
、
か
な
り
立
体
的
に

浮
き
彫
り
で
彫
刻
さ
れ
て
い
ま

す
。
建
物
に
は
全
面
に
彩
色
の
痕

跡
が
残
り
、
卒
塔
婆
も
五
色
に
塗

り
分
け
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

立
体
彫
刻
の
木
鼻
や
極
彩
色
で
彩

ら
れ
た
建
立
時
の
姿
は
、
桃
山
時

代
の
息
吹
を
放
つ
存
在
だ
っ
た
に

違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

霊
屋
建
立
の
前
年
八
月
に
は
秀

吉
が
没
し
、
翌
年
九
月
に
は
天
下

分
け
目
の
関
ヶ
原
と
い
う
、
そ
の

時
、「
鬼
義
重
」
と
呼
ば
れ
た
勇

猛
な
武
将
義
重
は
五
十
三
歳
。
何

を
思
い
、
何
を
願
っ
て
、
遠
く
離

れ
た
高
野
山
で
逆
修
供
養
を
行
っ

た
の
で
し
ょ
う
。

　

義
重
と
義
宣
は
父
子
の
確
執
も

あ
っ
て
、
関
ヶ
原
の
戦
い
で
は
東

西
両
軍
の
ど
ち
ら
に
も
与く

み

せ
ず
、

そ
の
こ
と
が
家
康
の
勘
気
に
触

れ
、
常
陸
五
十
四
万
石
か
ら
羽
後

秋
田
二
十
万
石
に
転
封
と
な
っ
た

の
で
す
。

　

義
重
は
逆
修
供
養
か
ら
十
三
年

後
の
慶
長
十
七
年
（
一
六
一
二
）

に
秋
田
で
生
涯
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

今
回
ご
紹
介
す
る
「
拝
観
人
心
得
」
は
、

開
館
当
初
、
拝
観
者
に
拝
観
ル
ー
ル
を
告

示
し
た
も
の
で
す
。
そ
の
内
容
は
次
の
と

お
り
で
す
。

 

一　

拝
観
人
は
拝
観
券
を
館
に
入
る
時

看か
ん

守し
ゅ

に
示
し
出
る
時
看
守
に
渡
さ
る
べ

し
（
拝
観
券
を
職
員
に
提
示
し
、
帰
る
際

に
は
拝
観
券
を
返
し
て
く
だ
さ
い
。）

一　

拝
観
券
を
携た

ず
さ

ふ
る
も
狂

き
ょ
う

疾し
つ

或
は
酣か

ん

醉す
い

者し
ゃ

と
認
む
る
時
は
館
に
入
る
こ
と
を

拒
絶
し
又
は
退
場
を
要
求
す
べ
し
（
大
騒

ぎ
す
る
人
、
酔
っ
ぱ
ら
い
は
拝
観
を
お
断

り
し
ま
す
。）

一　

拝
観
人
は
外
来
履
物
の
ま
ま
に
て

館
に
入
る
べ
か
ら
ず
（
土
足
禁
止
で
す
。）

一　

拝
観
人
は
外が

い

套と
う

及
帽
子
を
脱
し
裾す

そ

揚あ

げ
を
お
ろ
さ
る
べ
し
（
コ
ー
ト
、
帽
子

を
脱
い
で
、
ズ
ボ
ン
の
裾
は
ま
く
っ
た
ま

ま
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。）

一　

拝
観
人
は
杖
傘
又
は
手
荷
物
等
を

携
帯
し
て
館
に
入
る
べ
か
ら
ず
但
小
形

の
手て

提さ
げ

鞄か
ば
ん

袋ふ
く
ろ

等
係
員
の
容
認
せ
る
も
の

は
此
限
り
に
あ
ら
ず
（
杖
や
傘
、
ま
た
大

き
な
荷
物
な
ど
は
館
内
に
持
ち
込
め
ま

せ
ん
。）

一　

本
館
は
仏
像
等
を
安
置
せ
る
を
以

て
拝
観
人
は
相
当
の
敬
意
を
以
て
拝
観

さ
れ
た
し
（
展
示
し
て
い
る
仏
さ
ま
に
は

お
性
根
が
入
っ
て
い
ま
す
。
静
か
に
敬
意

を
も
っ
て
ご
参
拝
く
だ
さ
い
。）

一　

館
内
に
お
い
て
万
年
筆
を
使
用
す

べ
か
ら
ず
（
イ
ン
ク
が
飛
び
散
る
恐
れ
が

あ
る
万
年
筆
な
ど
の
筆
記
用
具
は
使
用

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。）

一　

畜ち
く

類る
い

を
伴
ひ
館
に
入
る
べ
か
ら
ず

（
ペ
ッ
ト
は
入
館
で
き
ま
せ
ん
。）

一　

館
内
に
て
喫
煙
又
は
飲
食
す
べ
か

ら
ず
（
喫
煙
、
飲
食
は
で
き
ま
せ
ん
。）

一　

拝
観
人
許
容
な
く
し
て
館
内
に
お

い
て
撮
影
又
は
模
写
す
べ
か
ら
ず（
撮
影
、

模
写
は
で
き
ま
せ
ん
。）

一　

拝
観
人
は
大
声
を
発
し
又
は
喧け

ん

噪そ
う

す
べ
か
ら
ず
（
大
き
な
声
を
出
し
、
騒
が

な
い
で
く
だ
さ
い
。）

一　

拝
観
人
前
諸
条
に
違
背
す
る
時
は

拝
観
を
拒
絶
し
又
は
退
場
を
要
求
す
べ

し
（
前
諸
条
に
違
反
す
る
人
は
入
館
を
お

断
り
し
ま
す
。）

一　

拝
観
人
若
し
仏
像
物
品
又
は
建
造

物
を
汚
損
又
は
毀き

損そ
ん

し
た
る
時
は
相
当

の
代
償
を
要
求
す
（
仏
像
や
建
物
を
汚
し

た
り
壊
し
た
場
合
は
、
弁
償
し
て
く
だ
さ

い
。）

一　

前
諸
条
は
拝
観
人
を
了
知
せ
る
も

の
と
看み

做な

す
（
前
諸
条
は
ご
存
じ
で
あ
る

と
し
て
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

　
　

以
上

　

ほ
と
ん
ど
の
条
項
が
、
現
在
の
高
野
山

霊
宝
館
を
ご
拝
観
し
て
い
た
だ
く
際
に
、

拝
観
者
の
皆
様
に
お
願
い
し
て
い
る
も

の
で
、
そ
の
他
の
博
物
館
で
も
拝
観
時
の

基
本
的
な
ル
ー
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。
時

代
背
景
も
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
一
読
す
る

と
結
構
厳
し
め
の
、
上
か
ら
目
線
の
文
体

で
書
か
れ
て
い
る
よ
う
な
気
も
し
ま
す

が
、
他
の
拝
観
者
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ

う
に
、
文
化
財
を
静
か
に
拝
観
し
ま
し
ょ

う
と
呼
び
か
け
て
い
る
よ
う
に
見
て
取

れ
ま
す
。
お
そ
ら
く
、
開
館
当
初
は
、
ま

だ
博
物
館
と
い
う
も
の
が
珍
し
く
、
拝
観

し
た
こ
と
の
あ
る
人
も
少
な
か
っ
た
こ

と
か
ら
、
初
め
て
高
野
山
霊
宝
館
に
訪
れ

る
人
に
も
、
わ
ざ
わ
ざ
詳
細
に
書
き
記
し

て
掲
示
し
た
の
で
し
ょ
う
。　
（
鳥
羽
正
剛
）

拝は

い

観か

ん

人に

ん

心こ
こ
ろ

得え　

一
枚

　

木
製　

大
正
～
昭
和
時
代　

　

霊
宝
館
蔵　

縦
四
四
・
三
㎝　

横
一
九
七
・
〇
㎝

収蔵品の紹介 108

佐竹家墓所　正面が秋田佐竹家初代義宣の墓石。卒塔婆形
の石柵で囲われ、正面に鳥居が建つのは「大名墓」の基本
形。墓石の奥に義重霊屋の屋根が少し見える。

霊屋の側面詳細　頭貫の木鼻には立体的な浮き彫り彫刻が
施され、卒塔婆には梵字が刻まれている。部分的に彩色が
残り、かつては華やかだったに違いない。

佐竹義重霊屋の全景　正面三間、側面一間、切妻造り、檜
皮葺き。正面中央間が扉で、その他の柱間には、49 本の
卒塔婆が隙間無く、びっしり建て並べられている。

霊屋の正面詳細　中央間だけが丸柱で、ここに「常陸国佐
竹為義重逆修造立之」「慶長四己亥十月十五日」と刻まれ
ている。

『拝観人心得』（全体）

『拝観人心得』（部分）
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れ
、
四
十
二
代
金
剛
峯
寺
検け

ん

校ぎ
ょ
う（
高
野
山

住
山
の
僧
の
ト
ッ
プ
）
に
も
な
っ
て
い
ま

す
。

　

実
は
『
紀
伊
続
風
土
記
』
に
は
、
本
文

書
と
ほ
ぼ
同
じ
文
書
が
紹
介
さ
れ
、
そ

れ
を
引
用
と
い
う
形
で
『
鎌か

ま

倉く
ら

遺い

文ぶ
ん

』

（
三
〇
五
二
号
）
に
も
収
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
本
文
書
と
の
大
き
な
違
い
は
、「
下

池
田
郷
」が
、『
紀
伊
続
風
土
記
』で
は「
池

田
郷
」
と
な
っ
て
い
る
く
ら
い
で
す
が
、

紹
介
文
に
「
泉
州
下
池
田
郷
を
賜
ふ
」
と

あ
る
の
で
、「
下
池
田
郷
」
が
正
し
く
、『
紀

伊
続
風
土
記
』
の
誤
植
で
し
ょ
う
。
こ
の

『
紀
伊
続
風
土
記
』
紹
介
の
文
書
は
、
国

宝
『
宝ほ

う

簡か
ん

集し
ゅ
う』
等
に
も
収
め
ら
れ
て
お
ら

ず
、
本
文
書
が
元
で
あ
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

　

本
文
書
は
展
覧
会
や
図
録
な
ど
で
も
公

開
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
で
、
今

回
が
初
紹
介
と
な
り
ま
す
。
本
文
書
の
花

押
が
、
そ
の
他
の
義
時
の
花
押
と
一
致
し

な
い
こ
と
等
、
本
物
な
の
か
偽ぎ

文も
ん

書じ
ょ

な
の

か
も
含
め
て
、
検
討
が
必
要
で
す
が
、
今

後
の
研
究
の
一
助
に
な
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

　
　
　
　
　
（
研
谷　

昌
志
）

※
今
回
紹
介
し
た
文
書
は

　

冬
期
平
常
展
で
展
示
い
た
し
ま
す
。

　

今
回
紹
介
す
る
の
は
、「
綸り

ん

旨じ

院い
ん

宣ぜ
ん

」（
未

指
定
、
金
剛
峯
寺
蔵
）
と
題
さ
れ
る
巻
物

に
所
収
し
て
い
る
文
書
で
す
。
文
書
と
は

別
紙
、
別
筆
で
「
後ご

堀ほ
り

川か
わ

院い
ん

」
と
あ
り
、

「
後ご

堀ほ
り

河か
わ

天て
ん

皇の
う

綸
旨
」
と
認
識
さ
れ
て
い

た
よ
う
で
す
が
、「
関
東
御
教
書
」
と
呼

ぶ
の
が
正
し
い
で
し
ょ
う
。
関
東
御
教
書

は
、
鎌
倉
幕
府
が
用
い
た
三
種
の
文
書
の

う
ち
の
一
つ
で
、
執し

っ

権け
ん

と
連れ

ん

署し
ょ

が
（
連
署

が
い
な
い
場
合
は
執
権
の
み
）
が
奉ほ

う

者し
ゃ

（『
霊
宝
館
だ
よ
り
』
一
三
〇
号
「
高
野
山

の
文
書
十
七
」
参
照
）
と
な
っ
て
幕
府
の

意
を
伝
え
る
役
割
を
も
ち
ま
す
。

　

文
書
の
内
容
を
見
る
と
、「
高
野
山
大

塔
に
関
し
て
五ご

畿き

七し
ち

道ど
う

（
全
国
）
に
勧
進

し
、
造
立
す
る
よ
う
に
良

り
ょ
う

印い
ん

に
仰
せ
付

け
た
。
大
衆
は
力
を
合
わ
せ
て
成
功
さ
せ

な
さ
い
。
新
た
に
和い

ず

泉み
の

国く
に

下し
も

池い
け

田だ

郷ご
う

を
寄

進
し
、
全
て
寺
に
納
め
る
の
で
、
国
家
の

快
楽
に
心
を
尽
く
し
な
さ
い
。
こ
の
よ
う

に
伝
達
す
る
も
の
で
あ
る
。
貞
応
二
年

（
一
二
二
三
）
二
月
十
六
日　

前さ
き

陸の
む

奥つ
の

守か
み

（
花
押
）　

金
剛
峯
寺
へ
」
と
あ
り
ま
す
。

『
紀き

伊い

続し
ょ
く

風ふ

土ど

記き

』
に
よ
る
と
、
大
塔
は
、

貞
応
初
年
頃
に
は
破
損
が
甚
だ
し
く
、
貞

応
元
年
（
一
二
二
二
）
良
印
が
こ
れ
を
嘆

い
て
朝
廷
、
幕
府
の
お
墨
付
き
を
得
て
勧

進
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
後
押
し

す
る
た
め
に
和
泉
国
下
池
田
郷
（
大
阪
府

和
泉
市
の
一
部
）
を
寄
進
し
た
と
の
こ
と

で
す
。
奉
者
の
「
前
陸
奥
守
」
は
、
前
年

に
陸
奥
守
を
辞
任
し
た
二
代
執
権
北ほ

う

条
じ
ょ
う

義よ
し

時と
き

（
一
一
六
三
～
一
二
二
四
）
で
す
。

連
署
は
、
元
応
三
年
（
一
二
二
四
）
に
設

置
さ
れ
た
た
め
、
本
文
書
は
、
義
時
一
人

が
奉
者
と
な
っ
て
い
ま
す
。
義
時
は
承
久

の
乱
で
幕
府
方
の
総
大
将
と
し
て
、
勝
利

を
お
さ
め
た
こ
と
で
有
名
な
人
物
で
す
。

勧
進
僧
の
良
印
は
遍へ

ん

照じ
ょ
う

光こ
う

院い
ん

の
八
世
で

す
。
こ
の
時
の
良
印
に
よ
る
大
塔
勧
進
活

動
は
十
六
年
間
も
続
け
ら
れ
、
暦
仁
元
年

（
一
二
三
八
）
に
よ
う
や
く
大
塔
の
落
慶

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
良
印
は
、
仁
治
元

年
（
一
二
四
〇
）
か
ら
実
施
さ
れ
た
西
塔

修
造
の
勧
進
で
も
活
躍
し
た
こ
と
が
知
ら

高
野
山
の
文
書　
（
二
十
二
）

初
紹
介
�　
「
関か

ん

東と
う

御み

教ぎ
ょ
う

書し
ょ

」
に
つ
い
て

未指定　関東御教書　金剛峯寺

【
釈
文
】

高
野
山
大
塔
五
畿
七
道

致
勧
進
可
造
立
之
旨
良
印

上
人
被
仰
付
畢
大
衆
合
力

早
速
可
遂
成
風
之
功
者
為

新
寄
進
泉
州
下
池
田
郷
遣
之

全
可
寺
納
弥
可
抽
国
家
快
楽
之

丹
誠
者
也
仍
執
達
如
件

貞
応
二
年
二
月
十
六
日　

前
陸
奥
守（

花
押
）

　
　
　
　
　
　

金
剛
峯
寺

高
野
山
の
生
き
物

第
四
回

な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
一

方
ル
リ
ボ
シ
ヤ
ン
マ
は
、
オ
オ
ル
リ
ボ
シ

ヤ
ン
マ
よ
り
一
回
り
小
さ
く
、
大
き
な
池

に
は
訪
れ
ず
、
林
に
囲
ま
れ
た
小
さ
な
水

た
ま
り
の
よ
う
な
池
で
産
卵
し
ま
す
。
そ

の
た
め
か
、
地
元
の
子
ど
も
達
に
も
あ
ま

り
知
ら
れ
た
存
在
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

皆
さ
ん
は
、
弘
法
大
師
が
修
行
の
場
と

し
て
高
野
山
を
開
い
た
の
は
良
く
ご
存
知

だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
弘
法
大
師
が

開
く
前
の
高
野
山
が
ど
ん
な
姿
だ
っ
た
か

は
誰
も
知
る
よ
し
も
な
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
当
時
の
高
野
山
の
姿
を
教

え
て
く
れ
る
生
物
が
い
ま
す
。
そ
れ
が
今

回
ご
紹
介
す
る
ル
リ
ボ
シ
ヤ
ン
マ
と
オ
オ

ル
リ
ボ
シ
ヤ
ン
マ
で
す
。

　

立
秋
に
入
っ
て
も
ま
だ
ま
だ
、
残
暑
が

厳
し
い
高
野
山
。
高
野
山
の
随
所
で
見
ら

れ
る
池
で
は
、
青
色
の
斑
紋
の
あ
る
大
き

な
ト
ン
ボ
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。
筆
者
が

子
ど
も
の
頃
は
、
オ
オ
ル
リ
ボ
シ
ヤ
ン
マ

の
こ
と
を
イ
ケ
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。
お

そ
ら
く
池
に
産
卵
に
来
る
ト
ン
ボ
の
中
で

一
番
大
き
く
格
好
が
良
か
っ
た
こ
と
か

ら
、
生
息
環
境
が
そ
の
ま
ま
呼
び
名
に

　

こ
の
二
種
類
の
ト
ン
ボ
は
比
較
的
寒
冷

な
場
所
に
生
息
し
て
お
り
、
特
に
ル
リ
ボ

シ
ヤ
ン
マ
は
西
日
本
で
は
、
高
野
山
の
よ

う
な
高
地
の
湿
地
や
小
さ
な
池
が
あ
る
と

こ
ろ
に
局
地
的
に
生
息
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
西
か
ら
東
に
流
れ
る

御お

殿ど

川が
わ

周
辺
に
拡
が
る
湿
地
帯
に
、
大
小

様
々
な
池
が
点
在
し
、
こ
の
二
種
類
の
ト

ン
ボ
が
飛
び
廻
っ
て
い
た
、
そ
ん
な
原
生

の
高
野
山
の
姿
が
推
察
さ
れ
ま
す
。

　

高
野
山
で
は
、
池
が
改
修
さ
れ
た
り
埋

め
ら
れ
た
り
、
ま
た
残
っ
て
い
て
も
鯉
が

入
れ
ら
れ
た
り
と
、
ト
ン
ボ
達
に
と
っ
て

は
厳
し
い
状
況
で
す
。
特
に
不
安
定
な
小

さ
な
池
に
産
卵
す
る
ル
リ
ボ
シ
ヤ
ン
マ
は

危
機
的
な
状
況
で
、
一
年
に
一
個
体
を
見

る
か
見
な
い
か
で
す
。
弘
法
大
師
も
見
た

と
思
わ
れ
る
、
氷
河
期
の
落
と
し
物
の
ト

ン
ボ
が
、
何
時
ま
で
も
高
野
山
の
空
を
飛

び
廻
れ
る
環
境
を
残
し
て
い
き
た
い
も
の

で
す
。

　

高
野
山
寺
領
森
林
組
合　

西
田　

安
則

ル
リ
ボ
シ
ヤ
ン
マ
と
オ
オ
ル
リ
ボ
シ
ヤ
ン
マ

（
開
創
前
の
高
野
山
の
姿
を
今
に
見
る
）

ルリボシヤンマ

オオルリボシヤンマ

ルリボシヤンマ生息地


